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市長マニフェストの検証
Ⅰ
で
は
、
市
長
の
倫
理
条
例
制
定
、
有
力
者
か
ら
の
要
望
陳

情
の
文
書
保
存
と
公
開
、
予
算
編
成
過
程
の
公
開
。

　

予
算
編
成
過
程
の
公
開
は
、
毎
年
少
し
ず
つ
進
み
、
こ
れ

ま
で
、
議
会
直
前
に
し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
各
局
の
予
算
要

求
の
概
要
が
、
12
月
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、

質
問
や
意
見
を
差
し
挟
め
る
流
れ
に
な
っ
た
こ
と
は
大
い
に

歓
迎
し
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ
細
か
い
情
報
ま
で
入
ら
な
い
の

が
課
題
で
す
。

Ⅱ
で
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
の
凍
結
、
事
務
事
業
の
評
価
の

実
施
、
補
助
金
の
見
え
る
化
、
外
郭
団
体
見
直
し
の
開
始
。

　

市
長
が
真
っ
先
に
行
っ
た
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
の
凍
結
。
こ

れ
で
、
と
に
か
く
、
政
令
市
の
中
で
一
番
借
金
の
多
い
千
葉

市
が
将
来
の
財
政
負
担
を
か
な
り
軽
減
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
大
型
事
業
は
計
画
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昔
計
画

し
た
公
共
事
業
が
完
成
間
近
な
場
合
、
い
く
ら
見
直
し
が
必

要
に
な
っ
て
い
て
も
、
止
め
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
忸
怩

（
じ
く
じ
）
た
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
は
、
医
療
・
福
祉
の
分
野
で
す
。
こ
れ
で
完
了
と
い
う
こ

と
は
な
い
分
野
な
の
で
、○
を
つ
け
る
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
あ
え
て
取
り
組
み
開
始
を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
市
立
病

院
改
革
や
国
民
健
康
保
険
料
滞
納
へ
の
対
応
。

　

ど
ち
ら
も
実
際
に
改
善
の
効
果
が
見
え
て
く
る
の
は
か
な

り
先
の
話
で
し
ょ
う
。

Ⅳ
で
は
、
保
育
所
の
拡
充
、
焼
却
ゴ
ミ
３
分
の
１
削
減
の
推
進
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
。

　

今
後
も
保
育
需
要
が
増
え
続
け
る
こ
と
を
想
定
し
て
保
育

所
は
必
要
数
を
算
定
し
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
質
の
確
保
が
課
題
で
す
。

　

焼
却
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
毎
年
、
あ
の
手
こ
の
手
で
削
減
努

力
し
て
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
に
き
て
削
減

ス
ピ
ー
ド
が
鈍
く
な
り
、
有
料
化
が
浮
上
。
市
民
の
意
識
を

変
え
る
施
策
も
必
要
で
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
が
、
入
院
は
中
学
３
年
生

ま
で
、
通
院
は
小
学
３
年
生
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
財
政
難
の
中
、
評
価
で
き
ま
す
。
今
後
の
助

成
拡
大
に
は
同
時
に
、
市
民
の
健
康
教
育
（
自
分
の

体
は
自
分
で
守
る
意
織
の
醸
成
と
適
切
な
受
診
方
法

の
習
得
）
に
も
力
を
入
れ
な
い
と
、
医
療
費
は
う
な

ぎ
上
り
に
な
る
ば
か
り
で
す
。

Ⅰ
で
は
、
市
民
参
加
条
例
の
改
定
、
自
治
基
本
条
例

　

の
制
定
。

Ⅱ
で
は
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
。

Ⅲ
で
は
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
推
進
、
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
。

　
　
　
Ⅳ
で
は
、
奨
学
金
制
度
の
検
討
。

▼
人
権
尊
重
や
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
取
り
組
み
（
人
権

　

尊
重
教
育
や
条
例
制
定
、
Ｄ
Ｖ
や
性
犯
罪
の
対
策
な
ど
）

▼
市
民
参
加
・
市
民
活
動
に
関
す
る
取
り
組
み
（
政
策
決
定

　

過
程
へ
の
市
民
の
参
画
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
な
ど
）

▼
農
業
政
策
（
後
継
者
や
新
規
就
農
者
、
有
機
農
業
者
へ
の
支

　

援
な
ど
）

▼
若
者
支
援
策
（
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り
対
策
な
ど
）

▼
放
射
能
対
策
（
継
続
的
な
調
査
や
健
康
状
態
の
把
握
、
原

　

発
事
故
時
の
対
策
）

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取

　

り
組
み
（
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
づ
く
り
）

▼
防
災
（
減
災
）
対
策
（
特
に

　

要
援
護
者
対
策
、
耐
震
化
は

　

急
務
）

　

こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

市
長
と
の
意
見
交
換
、
議
会
質
問
、

予
算
要
望
書
、
団
体
と
し
て
の

要
望
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段

を
使
っ
て
今
後
も
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

私
た
ち
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

　
　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
な
か
っ
た
項
目

評
価
で
き
る
代
表
的
な
取
り
組
み

３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
経
て

　
　
　

新
た
に
盛
り
込
む
べ
き
施
策
は

進
ま
な
か
っ
た
と
思
う
項
目

　

２
０
０
９
年
の
市
長
選
か
ら
４
年
目
の
夏
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち

ば
で
は
来
年
の
市
長
選
に
向
け
て
、
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
検
証
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
全
部
で
84
項
目
で
、
４
大
項
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

Ⅰ 

市
政
の
透
明
性
を
向
上
す
る

Ⅱ 

大
規
模
開
発
の
見
直
し
、
行
政
の
効
率
化
に
よ
る
財
政
再
建

Ⅲ 

市
民
の
命
と
幸
せ
を
大
事
に
す
る
千
葉
市
を
創
る

Ⅳ 

未
来
へ
の
投
資
で
全
国
に
誇
れ
る
県
都
：
千
葉
市
へ

　

私
た
ち
は
取
り
組
み
事
業
の
進
捗
状
況
表
（
千
葉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

平
成
24
年
１
月
現
在
）
を
も
と
に
、
一
つ
一
つ
点
検
し
ま
し
た
。
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熊
谷
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
捗
状
況
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
多
く
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
か
ら
２
項
目

を
取
り
上
げ
て
、
実
際
の
現
場
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

一
つ
は
「
保
育
所
が
一
杯
で
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
な
い
お
母
さ
ん
を
一
人
で
も
減
ら
す
」
と
い
う

待
機
児
童
解
消
の
施
策
。
も
う
一
つ
は
「
高
齢
者

の
知
恵
と
元
気
が
街
に
活
力
を
与
え
る
千
葉
市
を

創
る
」
た
め
充
実
さ
せ
る
と
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

実
際
に
お
話
を
伺
っ
て
み
る
と
、
そ
の
状
況
は

対
照
的
な
も
の
で
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

待
機
児
童
の
解
消

　

現
在
、
新
た
な
認
可
保
育
園
の
設
置
と
と
も
に
、
国
の
先
取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
て
の
グ
ル
ー
プ
型
小
規
模
保
育
の
導
入
や
、

認
定
保
育
ル
ー
ム
の
質
の
向
上
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

家
庭
的
保
育
員
（
保
育
マ
マ
）
な
ど
様
々
な
施
策
が
動
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
共
働
き
世
帯
が
増
加
し
保
育
園
が
不
足
す
る
中
、
定
員

に
余
裕
の
あ
る
幼
稚
園
を
活
用
し
た
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
幼

稚
園
長
時
間
預
か
り
保
育
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

認
可
保
育
園
に
つ
い
て
は
国
の
基
準
を
上
回
り
、
予
算
も
し
っ

か
り
つ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
方
向
性

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

定
年
退
職
後
、
あ
る
い
は
家
業
引
退
後
の
高
齢
者
に
、
一
般
家

庭
や
民
間
企
業
、
官
公
庁
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
「
臨
時
的
か
つ

短
期
的
な
就
業
ま
た
は
そ
の
他
軽
易
な
業
務
」
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

そ
の
経
験
や
能
力
を
生
か
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
街
づ
く
り
に
高
齢
者
の
経
験
と
能

力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
も
た
ら
す
と
い
う
面
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
登
録
を
希
望
す
る
高
齢
者
は
、
収
入
面

を
重
視
す
る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

震
災
・
原
発
事
故
以
後
、
企
業
・
官
公
庁
か
ら
の
受
注
が
減
り
、

厳
し
い
運
営
状
況
に
あ
る
と
の
こ
と
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
市
か
ら
の
働
き
か
け
や
支
援
が
特
に

拡
大
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
受
注
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
会
員
や

職
員
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
人
材
と
し
て
登
録
す
る
人
数

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
て
、
気
軽
に
使
え
る
身
近
な
も
の
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
セ
ン
タ
ー
も
、
仕
事
を
も
ぎ
取
っ
て
く
る
ほ

ど
の
気
概
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

広
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委
員
会

千
葉
市
は
働
き
た
い
母
親
へ
の
対
策
が
充
実
し
て
い
る
か

経
験
や
能
力
を
を
生
か
し
つ
つ
、
生
き
が
い
づ
く
り
は
で
き
て
い
る
か

担当者にお話を伺いました
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